
は
じ
め
に

二
〇
世
紀
初
め
の
大
谷
探
検
隊
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
将
来
品
の
一
部
は
、

当
時
の
関
東
庁
博
物
館
、
現
在
の
旅
順
博
物
館
（
以
下
、
旅
博
と
略
称
）
に
移
送

さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
旅
博
で
厳
重
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
春
、

旅
博
は
龍
谷
大
学
と
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
同
館
所
蔵
の
漢
文
古
文
書
を

共
同
で
整
理
し
、
そ
の
成
果
を
『
旅
順
博
物
館
蔵
新
疆
出
土
漢
文
仏
経
選
粹
』

（
以
下
、『
旅
博
選
粹
』
と
略
称
）
と
し
て
刊
行
し
た
（
１
）。
同
書
は
一
四
〇
〇
枚
以
上

の
図
版
を
収
録
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
初
出
の
貴
重
な
古
文
書
史
料
で
あ
っ
た
。

初
出
古
文
書
史
料
の
う
ち
、
旅
博
元
編
号
「LM

20_1453_13_04

」
は
「
不

明
仏
典
」
に
分
類
さ
れ
、
定
名
は
行
わ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
（
２
）。
二
〇
一
五

年
以
降
旅
博
と
北
京
大
学
お
よ
び
中
国
人
民
大
学
は
、
共
同
で
新
疆
出
土
漢
文
文

献
の
再
整
理
を
行
い
、LM

20_1453_13_04

を
再
調
査
し
、
そ
の
結
果
、
当
該

文
書
は
唐
の
戸
令
残
巻
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

筆
者
は
整
理
小
組
の
一
員
と
し
て
文
書
の
校
訂
を
命
ぜ
ら
れ
て
作
業
に
当
た
っ

て
き
た
。
本
論
文
で
は
、
そ
の
初
歩
的
な
成
果
を
紹
介
し
、
専
門
の
研
究
者
の
指

正
を
仰
ぎ
た
い
。

隋
唐
時
代
は
律
・
令
・
格
・
式
の
完
備
し
た
法
律
の
条
文
が
出
現
し
、
朝
鮮
半

島
や
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
唐
の

令
式
格
は
、
年
月
の
流
れ
の
中
で
失
わ
れ
て
伝
世
し
て
い
な
い
（
唐
律
の
み
『
唐

律
疏
議
』
に
よ
っ
て
伝
存
し
て
い
る
）。

唐
令
の
基
本
的
な
形
を
継
承
し
た
『
養
老
令
』
と
『
大
宝
令
』、
そ
し
て
寧
波

に
あ
る
天
一
閣
所
蔵
の
『
天
聖
令
』
な
ど
か
ら
唐
令
の
姿
を
わ
ず
か
に
覗
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
唐
令
の
本
来
の
姿
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
一
方
で
、
最
近
で

は
敦
煌
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
か
ら
続
々
と
唐
代
の
古
文
書
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
唐
令
の
写
本
も
含
ま
れ
て
い
る
。
と
は
い
っ
て
も
件
数
は
多
く
は
な
く
、

「
永
徽
東
宮
諸
府
職
員
令
（
３
）」、「
開
元
公
式
令
（
４
）」、「
台
省
職
員
令
（
５
）」、「
祠
令
（
６
）」
断
片

な
ど
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

唐
令
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
来
、
仁
井
田
陞
氏
を
初
め
と
す
る
各
世

大
谷
探
検
隊
将
来
唐
戸
令
残
巻
に
関
す
る
一
考
察

―
―
令
文
の
復
原
と
年
代
の
比
定
を
中
心
と
し
て
―
―

田

衛

衛

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
二
号

二
〇
一
八
年
三
月
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代
の
研
究
者
ら
が
、
そ
の
復
原
の
た
め
に
尽
力
し
て
き
た
（
７
）。
と
り
わ
け
、
近
年

『
天
聖
令
』
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
中
日
の
研
究
者
が
連
携
し
つ
つ
良
好

な
成
果
を
得
つ
つ
あ
る
（
８
）。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
、
今
回
、
旅
博
所
蔵
の
「
唐
「
戸
令
」
断
片
」
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
は
、
唐
宋
時
代
の
戸
籍
政
策
や
家
族
関
係
の
解
明
に
有
用
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
唐
令
復
元
や
唐
令
と
日
本
令
の
関
係
な
ど
の
問
題
を
扱
う
上
で

も
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
、
断
片
の
録
文
と
欠
文
の
推
定

旅
博
蔵LM

20_1453_13_04

断
片
（
図
１
）
は
、
文
字
は
七
行
が
残
存
し
て

お
り
、
一
行
の
文
字
数
は
不
明
で
、
原
紙
の
大
き
さ
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
現
存

す
る
断
片
で
は
各
行
三
〜
七
文
字
を
数
え
る
。
字
は
楷
書
で
書
か
れ
、
墨
線
欄
が

あ
り
、
線
は
薄
い
墨
色
で
引
か
れ
て
い
る
。
朱
点
等
は
な
く
、
文
字
の
訂
正
も
な

い
。行

論
の
便
を
図
る
た
め
、
録
文
を
下
に
掲
げ
る
。

「
旅
博
蔵
唐
「
戸
令
」
断
片
」
の
録
文

（
前
欠
）

１

諸
無
□
﹇

２

家
近
親
尊
﹇

３

諸
以
子
孫
繼
絶
﹇

４

七
以
下
命
繼
者
﹇

５

析
即
所
繼
處
﹇

６

諸
戸
内
欲
析
出
口
﹇

７

□
﹇
﹈
妻
妾
亦
不
﹇

（
後
欠
）

天
一
閣
蔵
明
版
『
天
聖
令
』
の
末
に
附
す
る
唐
令
条
文
や
日
本
令
を
見
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
の
冒
頭
に
は
「
諸
」
と
い
う
文
字
を
用
い
、
条
文
ご
と
に
改
行

し
て
い
る
。
こ
の
断
片
に
見
え
る
条
文
は
三
条
で
あ
る
。

本
断
片
に
み
え
る
条
文
は
『
唐
令
拾
遺
』
お
よ
び
『
唐
令
拾
遺
補
』
に
み
え
る

復
原
唐
令
一
四
か
ら
唐
一
六
に
対
応
し
て
お
り
、
断
簡
に
見
え
て
い
る
条
文
の
排

図１ 旅博蔵唐「戸令」断片
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列
は
、
復
原
唐
令
と
一
致
す
る
。
こ
の
断
片
は
唐
戸
令
の
内
容
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

以
下
で
は
『
唐
令
拾
遺
』
と
『
唐
令
拾
遺
補
』
に
よ
る
復
原
条
文
を
掲
示
し
、

そ
の
う
ち
本
断
簡
に
見
え
る
対
応
箇
所
を
太
字
で
示
す
。

一
四
【
開
二
五
】
諸
無
子
者
、
聽
養
同
宗
於
昭
穆
相
當
者
。
…
…
申
官
附
籍
。

（『
唐
戸
婚
律
』
巻
十
二
、『
文
献
通
考
』
巻
十
一
（
１０
））。

一
五
【
開
二
五
】
諸
以
子
孫
繼
絶
應
析
戸
者
、
非
年
十
八
已
上
、
不
得
析
、

其
年
十
七
已
下
命
繼
者
、
但
於
本
生
籍
内
注
云
年
十
八
、
然
聽
。
即
所
繼

處
有
母
在
者
、
雖
小
亦
聽
析
出
。（『
通
典
』
食
貨
七
・
丁
中
、『
文
献
通

考
』
戸
口
考
一
・
歷
代
口
丁
中
賦
役
、
及
び
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
巻
二

二
、『
白
孔
六
帖
』
巻
七
六
（
１１
））

一
六
【
開
二
五
】
諸
欲
析
出
口
為
戸
、
及
首
附
口
為
戸
者
、
非
成
丁
、
皆
不

合
析
、
應
分
者
、
不
用
此
令
。（
前
掲
『
通
典
』、『
文
献
通
考
（
１２
）』）

『
唐
令
拾
遺
』
の
復
原
案
で
は
、
こ
の
令
文
は
開
元
二
十
五
年
令
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
上
掲
の
旅
博
所
蔵
の
唐
「
戸
令
」
に
見
え
る
条
文
の
字
句
は
、『
唐
令

拾
遺
』
の
復
原
と
完
全
に
は
一
致
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
復
原
条
文
と
本

断
片
に
み
え
る
字
句
に
つ
い
て
、
逐
一
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）
唐
令
復
原
一
四
「
聴
養
」
条

旅
博
所
蔵
断
片
の
一
行
目
は
「
諸
無
子
」
の
み
残
さ
れ
て
お
り
、『
唐
令
拾

遺
』
の
復
原
条
文
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
次
の
行
の
冒
頭
に
は
「
家
近
親
尊
」

と
い
う
『
唐
令
拾
遺
』
の
復
原
条
文
に
見
え
な
い
文
字
が
見
え
る
。『
唐
令
拾

遺
』
は
、
条
文
を
復
原
し
た
際
に
、「
聽
養
同
宗
於
昭
穆
相
當
者
」
と
「
申
官
附

籍
」
の
間
に
な
お
不
明
の
字
句
が
あ
る
と
し
て
、「
…
…
」
で
表
示
し
て
い
る
が
、

こ
こ
に
「
家
近
親
尊
」
が
入
る
可
能
性
は
高
い
。

唐
宋
の
法
典
で
は
、
た
と
え
ば
『
名
公
書
判
清
明
集
』
巻
八
、
戸
婚
門
立
継
類
、

已
立
昭
穆
相
当
人
而
同
宗
妄
訴
（
翁
浩
堂
）
条
に
、
子
孫
が
な
い
場
合
の
「
家
近

親
尊
」
に
関
す
る
規
定
が
見
え
る
。

関
連
す
る
記
載
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

謹
按
令
曰
。
諸
無
子
孫
、
聽
養
同
宗
昭
穆
相
當
者
爲
子
孫
。
又
曰：

其
欲
繼

絶
、
而
得
絶
家
近
親
尊
長
命
繼
者
、
聽
之
。
又
曰
。
夫
亡
妻
在
、
從
其
妻
（
１３
）。

『
宋
会
要
輯
稿
』
礼
三
六
之
一
六
に
も
関
係
す
る
事
例
が
見
え
る
。

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
十
二
月
五
日
、
尚
書
省
言
。
元
祐
七
年
（
一
〇
九

二
）
南
郊
赦
書
節
文
、「
今
後
戸
絶
之
家
、
近
親
不
爲
依
條
立
繼
者
、
官
爲

施
行
。
今
戸
絶
家
許
近
親
尊
長
命
繼
、
已
有
著
令
、
卽
不
當
官
爲
施
行
。」

從
之
（
１４
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
宋
代
に
お
い
て
は
、
子
孫
が
な
い
者
が
養
子
縁
組
す
る
状
況

に
つ
い
て
条
件
を
限
定
し
つ
つ
、「
繼
絶
」
と
「
夫
亡
妻
在
」
の
場
合
に
つ
い
て

も
規
則
を
補
充
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
紹
聖
元
年
に
は
、「
近
親

尊
長
命
繼
」
に
つ
い
て
の
令
文
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
唐
令
拾
遺
』
及
び
『
唐
令
拾
遺
補
』
の
復
原
解
説
に
よ
る
と
、『
唐
令
拾
遺
』

の
「
無
子
」
条
の
復
原
に
関
す
る
根
拠
は
、
唐
「
名
例
律
」
に
見
え
る
「
会
赦
改

正
徵
收
」
の
条
の
疏
議
と
、
唐
「
戸
婚
律
」
に
み
え
る
「
養
子
舎
去
」
の
条
の
疏

議
に
引
用
さ
れ
て
い
る
唐
令
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
『
晋
令
』・『
宋
天
聖
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令
』・『
金
泰
和
戸
令
』・『
明
戸
令
』
な
ど
も
参
考
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
史
料

に
は
、
確
か
に
「
家
近
親
尊
」
に
つ
い
て
の
内
容
は
存
在
せ
ず
、『
宋
会
要
輯

稿
』
や
『
宋
史
』、
そ
し
て
『
名
公
書
判
清
明
集
』
よ
う
な
「
家
近
親
尊
」
に
関

係
す
る
史
料
に
は
、『
唐
令
拾
遺
』・『
唐
令
拾
遺
補
』
の
復
原
条
文
を
作
成
す
る

際
に
は
注
意
を
払
わ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、『
名
公
書
判
清
明
集
』
巻
八
、
戸
婚
門
立
繼
類
に
み
え
る
「
已
立
昭

穆
相
當
人
而
同
宗
妄
訴
（
翁
浩
堂
）」
条
の
よ
う
に
、「
其
欲
継
絶
、
而
得
絶
家
近

親
尊
長
命
繼
者
、
聽
之
」
と
い
う
条
文
は
、「
諸
無
子
孫
、
聽
養
同
宗
昭
穆
相
當

者
爲
子
孫
」
と
同
じ
く
、
戸
令
に
属
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
無
子
聴

養
」
の
補
充
規
定
の
条
文
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
本
断
簡
に
見
え
る
「
家
近

親
尊
」
の
残
欠
は
、
欠
文
を
補
う
と
、「
其
欲
繼
絶
、
而
得
絶
家
近
親
尊
長
命
繼

者
、
聽
之
。」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。『
名
公
書
判
清
明
集
』
に
引
用
し
た

「
謹
按
令
曰
…
…
…
。
又
曰
…
…
…
。
又
曰
…
…
…
」
と
い
う
形
式
に
も
と
づ
き
、

こ
こ
に
「
夫
亡
妻
在
、
從
其
妻
」
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
（
１５
）。

一
行
目
の
「
諸
無
子
」
の
後
ろ
に
は
、『
名
公
書
判
清
明
集
』
で
は
「
諸
無
子

孫
、
聽
養
同
宗
昭
穆
相
當
者
爲
子
孫
」
と
書
か
れ
る
。
一
方
で
『
唐
律
・
名
例
』

の
「
会
赦
改
正
徵
收
」
条
の
疏
議
に
は
「
自
無
子
者
、
聽
養
同
宗
於
昭
穆
合
者
」

と
見
え
る
。
ま
た
、『
唐
律
・
戸
婚
』
の
「
養
子
舎
去
」
条
の
疏
議
に
引
用
し
た

唐
令
に
は
「
無
子
者
、
聽
養
同
宗
於
昭
穆
相
當
者
」
と
見
え
る
。
こ
れ
ら
と
日
本

令
戸
令
１４
条
の
「
凡
無
子
者
、
聽
養
四
等
以
上
親
於
昭
穆
合
者
、
即
經
本
屬
除

附
」
と
を
突
き
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
日
本
令
が
唐
令
の
用
語
を
保
存
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
の
復
原
案
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。

１４

諸
無
子
﹇
者
聽
養
同
宗
於
昭
穆
相
當
者
其
欲
繼
絶
而
得
絶
﹈

家
近
親
尊
﹇
長
命
繼
者
聽
之
﹈
申
官
附
籍

断
片
に
見
え
る
文
字
と
比
較
し
て
も
、
文
字
の
大
き
さ
や
字
間
距
離
は
均
し
く

な
い
た
め
、
こ
の
断
片
で
は
行
の
高
さ
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
一
行
の
文
字
数
は

厳
密
に
は
異
な
る
可
能
性
が
高
い
。

（
二
）
唐
「
戸
令
」
復
原
一
五
条
「
析
戸
」
条

『
唐
令
拾
遺
』
で
は
、
以
下
の
『
通
典
』
食
貨
七
・『
文
献
通
考
』
戸
口
考
一

及
び
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
巻
二
二
と
『
白
孔
六
帖
』
巻
六
七
に
も
と
づ
い
て
復

原
し
た
。

『
通
典
』
巻
七
、
食
貨
七
、
丁
中

按
開
元
二
十
五
年
「
戸
令
」
云
：�
諸
以
子
孫
繼
絶
應
析
戸
者
、
非
年
十
八

以
上
不
得
析
。
即
所
繼
處
有
母
在
、
雖
小
亦
聽
析
出
。
（
１６
）�

『
文
献
通
考
』
巻
十
、
戸
口
考
一
、
歷
代
戸
口
丁
中
賦
役

按
開
元
二
十
五
年
「
戸
令
」
云
：�
諸
以
子
孫
繼
絶
應
析
戸
者
、
非
年
十
八

以
上
不
得
析
。
即
所
繼
處
有
母
在
、
雖
小
亦
聽
析
出
。
（
１７
）�

『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
巻
二
二
、
析
戸
令
条

「
戸
令
」、
諸
子
孫
繼
絶
應
以
戸
者
、
非
年
十
八
已
上
不
得
析
。
其
年
十
七
已

下
命
繼
者
、
但
於
本
生
籍
内
注
云
年
十
八
、
然
聽
。
即
所
繼
處
有
母
在
者
、

雖
小
亦
聽
析
出
（
１８
）。

『
白
氏
六
帖
』
の
記
載
を
見
る
と
、『
通
典
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
戸
令
」
は
、

「
其
年
十
七
已
下
命
繼
者
、
但
於
本
生
籍
内
注
云
年
十
八
、
然
聽
」
と
い
う
部
分

を
省
略
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
も
「
年
十
八
已
上
」
と
い
う
条
件
の

4



ひ
と
つ
を
記
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

幸
い
な
こ
と
に
、『
白
氏
六
帖
』
は
、
よ
り
文
字
数
が
多
く
完
全
な
文
章
を
保

存
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
、『
唐
令
拾
遺
』
の
復
原
条
文
は
、『
白
氏
六
帖
』
に
残

さ
れ
て
い
る
史
料
を
用
い
る
こ
と
で
全
文
を
補
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

仁
井
田
氏
の
復
原
に
「
注
云
年
十
八
、
然
聽
。
即
所
繼
處
」
と
さ
れ
て
い
る
部

分
は
、
旅
博
所
蔵
断
片
で
は
、「
析
、
即
所
繼
處
」
と
な
っ
て
お
り
、「
析
」
の
一

文
字
が
あ
る
。「
聴
」
の
後
に
「
析
」
が
あ
れ
ば
、
法
文
と
し
て
よ
り
理
解
し
や

す
く
な
る
。『
唐
律
疏
議
』

七
衛
禁
「
因
事
入
宮
輒
宿
」
條
「
然
後
聽
入
」・
同

書

二
六
雜
律
「
校
斛
斗
秤
度
不
平
」
條
「
然
後
聽
用
」・『
唐
六
典
』
尚
書
刑
部

第
六
刑
部
尚
書
侍
郎
「
刑
部
郎
中
員
外
郎
」
條
「
至
六
載
然
後
聽
仕
」・《
天
聖

令
》
關
市
令
唐
２５
條
「
然
後
聽
還
」
な
ど
用
例
が
多
い
の
で
、
こ
こ
は
「
然
後
聽

析
」
に
し
た
ほ
う
が
い
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
母
が
い
る
場
合
の
規
定
で
あ
る
「
有
母
在
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

『
通
典
』
と
『
文
献
通
考
』
は
、
と
も
に
「
有
母
在
」
と
な
っ
て
い
る
が
『
白

氏
六
帖
』
で
は
「
有
母
在
者
」
と
な
っ
て
い
る
。
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な

い
が
、『
白
氏
六
帖
』
に
引
用
さ
れ
る
唐
「
戸
令
」
が
よ
り
正
確
な
文
章
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
も
採
用
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
考
察
に
も
と
づ
い
て
、
旅
博
所
蔵
断
片
の
も
た
ら
す
新
た
な
情
報
を

勘
案
す
る
と
、
第
一
五
条
令
文
の
復
原
は
、
以
下
の
よ
う
に
改
訂
で
き
る
。

１５

諸
以
子
孫
繼
絶
﹇
應
析
戸
者
非
年
十
八
以
上
不
得
析
其
年
十
﹈

七
以
下
命
繼
者
﹇
但
於
本
生
籍
内
注
云
年
十
八
然
後
聽

析
即
所
繼
處
﹇
有
母
在
者
雖
小
亦
聽
析
出
﹈

（
三
）
唐
令
復
元
一
六
「
為
戸
」
条

『
唐
令
拾
遺
』
の
「
為
戸
」
条
の
復
原
根
拠
は
、『
通
典
』
食
貨
七
、
丁
中
と

『
文
献
通
考
』
戸
口
考
一
、
歷
代
戸
口
丁
中
賦
役
で
あ
り
、『
晋
令
』
も
参
考
に
し

て
い
る
。

『
通
典
』
に
は
、

諸
戸
欲
析
出
口
爲
戸
及
首
附
口
爲
戸
者
、
非
成
丁
皆
不
合
析
。
應
分
者
、
不

用
此
令
。

と
あ
り
（
１９
）、『
文
献
通
考
』
も
同
文
で
あ
る
。

旅
博
所
蔵
断
片
の
当
該
条
文
で
は
、
冒
頭
に
「
諸
戸
内
欲
析
出
口
」
と
書
か
れ
、

『
唐
令
拾
遺
』
の
復
原
条
文
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
第
二
行
目
の
行
頭
の
三
文

字
は
筆
画
の
一
部
だ
け
が
残
存
す
る
が
、
四
字
目
か
ら
は
「
妻
妾
亦
不
」
と
い
う

四
文
字
が
は
っ
き
り
見
え
る
。
こ
の
四
文
字
は
『
唐
令
拾
遺
』
の
復
原
に
用
い
ら

れ
た
史
料
に
は
見
え
な
い
字
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
通
典
』
に
は
、「
戸
令
」
に
は
「
無
夫
者
爲
寡
妻
妾
」
と
い
う
規

定
が
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
戸
令
」
の
中
に
は
寡
妻
妾
に

関
す
る
規
則
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、『
通
典
』
の
引
用
は
不
完
全
で
あ
る
可
能

性
を
指
摘
で
き
る
。

唐
令
を
継
受
し
た
日
本
令
に
は
、「
寡
妻
妾
」
に
つ
い
て
の
令
文
が
見
え
る
。

『
養
老
令
』
戸
令
１２
―

１３
条

凡
無
子
者
、
聽
養
四
等
以
上
親
於
昭
穆
合
者
、
即
經
本
屬
除
附
。

凡
戸
欲
折
（
析
）
出
口
為
戸
者
、
非
成
中
男
及
寡
妻
妾
者
、
並
不
合
折

（
析
）。
應
分
者
、
不
用
此
令
（
２０
）。
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『
通
典
』
と
比
較
す
る
と
、「
無
子
者
聽
養
」
と
「
寡
妻
妾
析
戸
」
と
い
う
字
句

が
『
通
典
』
に
は
な
い
。
日
本
令
は
、
唐
令
に
も
と
づ
い
て
修
訂
し
て
作
成
し
て

お
り
、
唐
令
の
条
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
自
国
の
国
情
に

よ
っ
て
修
訂
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
。

と
こ
ろ
が
、『
養
老
令
』
に
見
え
る
、「
非
成
中
男
及
寡
妻
妾
者
、
並
不
合
析
」

と
い
う
字
句
は
、
旅
博
所
蔵
断
片
の
唐
令
の
字
句
に
み
え
る
「
非
成
丁
皆
不
合
析
、

寡
妻
妾
亦
不
合
析
」
と
意
味
が
同
じ
で
、
た
だ
二
文
で
書
く
か
一
文
で
書
く
か
と

い
う
違
い
し
か
な
い
。

そ
の
た
め
、
伝
世
文
献
の
引
用
文
字
と
日
本
令
に
み
え
る
内
容
と
を
突
き
あ
わ

せ
た
上
で
、
旅
博
所
蔵
断
片
の
内
容
を
考
え
併
せ
る
と
、
唐
戸
令
一
六
条
令
文
を

下
の
よ
う
に
復
原
で
き
る
。

１６

諸
戸
内
欲
析
出
口
﹇
爲
戸
及
首
附
口
爲
戸
者
非
成
丁
皆
不
﹈

合
﹇
析
寡
﹈
妻
妾
亦
不
﹇
合
析
應
分
者
不
用
此
令
﹈

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
て
、
旅
博
所
蔵
「
唐
令
」
断
片
の
内
容
と
形
式
を
復
原

す
る
と
、
以
下
の
通
り
の
唐
戸
令
の
う
ち
三
条
の
条
文
を
復
原
で
き
る
。（
行
首

の
番
号
は
『
唐
令
拾
遺
』
の
対
応
条
文
に
従
う
）

１４

諸
無
子
者
、
聽
養
同
宗
於
昭
穆
相
當
者
、
其
欲
繼
絶
而
得
絶

…
２１
字

家
近
親
尊
長
命
繼
者
、
聽
之
。
夫
亡
妻
在
、
從
其
妻
。
申
官
附
籍
。

…
２１
字

１５

諸
以
子
孫
繼
絶
應
析
戸
者
、
非
年
十
八
以
上
不
得
析
、
其
年
十

…
２２
字

七
以
下
命
繼
者
、
但
於
本
生
籍
内
注
云
年
十
八
、
然
後
聽

…
２０
字

析
。
即
所
繼
處
有
母
在
者
、
雖
小
亦
聽
析
出
。

…
１６
字

１６

諸
戸
内
欲
析
出
口
爲
戸
及
首
附
口
爲
戸
者
、
非
成
丁
皆
不

…
２１
字

合
析
、
寡
妻
妾
亦
不
合
析
。
應
分
者
、
不
用
此
令
。

…
１６
字

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
旅
博
所
蔵
の
断
片
が
唐
「
戸
令
」
で
あ
る
こ
と
が
確

定
で
き
る
。
こ
の
中
に
は
、
今
ま
で
気
付
か
れ
て
い
な
か
っ
た
貴
重
な
情
報
が
含

ま
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
宋
代
に
成
書
し
た
『
名
公
書
判
清
明
集
』
と
日
本
令
に
も
と
づ
い
て
、

完
全
な
令
文
の
条
文
を
推
定
し
て
お
り
、
補
っ
た
文
字
は
ほ
ぼ
文
書
の
一
行
の
字

数
に
相
当
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
断
片
か
ら
三
つ
の
唐
令
条
文
を
復
原
し
、

仁
井
田
陞
氏
以
降
の
こ
の
三
つ
の
唐
令
原
文
に
対
す
る
復
原
の
不
足
を
補
正
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
今
後
と
も
唐
代
に
お
け
る
後
令
と
前
令

の
間
の
継
承
関
係
と
修
訂
の
行
わ
れ
方
、
さ
ら
に
は
日
本
令
の
唐
令
に
対
す
る
取

捨
選
択
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

二
、
旅
博
所
蔵
「
唐
令
」
残
片
の
年
代

唐
は
、
高
祖
の
武
徳
七
年
（
六
二
四
）
か
ら
法
令
編
纂
を
開
始
し
た
と
さ
れ
る

が
、
実
態
は
隋
の
『
開
皇
令
』
を
継
承
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
太
宗
の
貞
観
十
一
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年
（
六
三
七
）
に
至
っ
て
、
天
下
が
安
定
し
た
た
め
、
は
じ
め
て
唐
王
朝
自
ら
の

『
貞
観
令
』
を
制
定
し
た
。
そ
の
後
、
高
宗
の
永
徽
元
年
（
六
五
〇
）
に
は
、
修

正
を
重
ね
て
『
永
徽
令
』
を
制
定
し
た
。
そ
の
後
は
、
複
数
回
の
修
訂
を
行
っ
て

お
り
、
麟
徳
・
儀
鳳
・
垂
拱
・
神
龍
・
太
極
・
開
元
の
諸
年
間
に
修
訂
が
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
玄
宗
の
開
元
三
年
（
七
一
五
）
に
も
修
正
が
あ
り
、
開

元
七
年
（
七
一
九
）
に
よ
り
大
き
な
修
正
が
行
わ
れ
、『
開
元
七
年
令
』、
す
な
わ

ち
『
唐
六
典
』
が
引
用
す
る
令
文
を
定
め
て
い
る
。
開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）

に
な
る
と
、
唐
は
律
・
令
・
格
・
式
を
全
面
的
に
修
正
し
、「
開
元
二
十
五
年

令
』
が
成
立
し
た
（
２１
）。
唐
の
制
度
は
必
ず
し
も
一
貫
す
る
も
の
で
は
な
く
、
官
名
・

時
節
・
礼
法
は
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
、
朝
廷
は
時
に
詔
勅
の
形
式
で
新
た
な
制
度

規
則
を
公
布
し
た
。
ま
た
、
あ
る
程
度
の
間
を
お
い
て
格
の
形
式
を
用
い
て
こ
れ

ら
を
編
纂
し
、
令
を
よ
り
大
規
模
に
修
正
す
る
時
に
追
加
・
改
正
し
た
。

史
籍
で
は
令
を
複
数
回
修
正
し
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
朝
廷
の
勅
書
に
も
「
著

之
於
令
」
と
い
う
表
現
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
が
、
令
の
文
言
は
よ
り
重
要
な

法
文
書
で
あ
り
、
通
常
は
付
箋
を
貼
っ
て
元
の
条
を
貼
り
換
え
る
方
式
で
訂
正
す

る
の
み
で
（
２２
）、
全
て
を
廃
止
し
て
作
り
直
す
の
で
は
な
い
。

唐
令
に
関
す
る
大
き
な
修
正
は
主
に
上
記
の
複
数
回
あ
っ
た
が
、『
旧
唐
書
』

の
刑
法
志
と
經
籍
志
お
よ
び
『
新
唐
書
』
の
芸
文
志
に
記
録
さ
れ
た
令
は
、『
武

徳
令
』・『
貞
観
令
』・『
永
徽
令
』・『
開
元
七
年
令
』・『
開
元
二
十
五
年
令
』
だ
け

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
で
は
書
籍
の
形
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
大
き

な
改
定
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、
改
定
さ
れ
た
令
は
ど
れ
も
三
十
巻
に

留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
勘
案
し
て
、
令
文
の
全
分
量
に
関
す
る
改
正
は
多
く
な

か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

開
元
の
後
、
令
に
対
す
る
大
き
な
改
定
を
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
小
さ
な
修
正

は
存
在
し
た
。
史
書
の
記
載
に
よ
る
と
、
徳
宗
・
宣
宗
の
時
に
も
改
定
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
定
は
大
規
模
な
も
の
で
は
な
く
、『
建
中
令
』
や
『
大
中

令
』
の
よ
う
な
書
物
は
編
纂
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宋
の
目
録
書
で
あ
る

『
直
齋
書
録
解
題
』
に
は
『
開
元
七
年
令
』
三
十
巻
が
記
録
さ
れ
（
２３
）、『
宋
史
』
芸
文

志
に
は
『
開
元
令
』（
開
元
二
十
五
年
令
）
三
十
巻
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
２４
）。
前
者

は
個
人
収
蔵
の
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
朝
廷
の
館
閣
収
蔵
の
も
の
で
あ
る
。「
開

元
二
十
五
年
令
」
は
開
元
の
後
に
あ
っ
て
、
公
に
法
的
効
力
が
あ
る
図
籍
で
あ
る
。

戴
建
国
教
授
が
天
一
閣
で
発
見
し
た
宋
の
『
天
聖
令
』
写
本
に
保
存
さ
れ
て
い
た

唐
令
は
、
開
元
二
十
五
年
令
と
考
え
ら
れ
る
（
２５
）。
そ
の
中
に
は
中
唐
・
晩
唐
の
令
文

や
建
中
令
が
あ
る
と
す
る
者
も
い
る
（
２６
）。
中
唐
・
晩
唐
時
期
に
お
い
て
開
元
二
十
五

年
令
に
対
す
る
何
ら
か
の
修
正
が
入
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
が
、
か
と
い
っ

て
開
元
二
十
五
年
令
に
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
に
も
と
づ
い
て
旅
博
所
蔵
の
唐
令
三
条
の
字
句

の
年
代
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。

（
一
）
唐
戸
令
復
原
一
四
「
聽
養
」
條

戸
令
一
四
条
の
条
文
に
つ
い
て
は
、『
唐
令
拾
遺
』
お
よ
び
『
唐
令
拾
遺
補
』

で
は
『
唐
律
疏
議
』
に
基
づ
い
て
開
元
二
十
五
年
令
の
、

諸
無
子
者
、
聽
養
同
宗
於
昭
穆
相
當
者
、
申
官
附
籍
。

と
い
う
字
句
だ
け
を
復
原
し
て
い
る
。
現
存
す
る
史
料
の
中
で
旅
博
所
蔵
断
片

と
一
致
す
る
の
は
、『
名
公
書
判
清
明
集
』
巻
八
戸
婚
門
立
継
類
「
已
立
昭
穆
相

當
人
而
同
宗
妄
訴
（
翁
浩
堂
）」
条
に
み
え
る
、

謹
按
令
曰
。「
諸
無
子
孫
、
聽
養
同
宗
昭
穆
相
當
者
爲
子
孫
」。
又
曰
、「
其
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欲
繼
絶
、
而
得
絶
家
近
親
尊
長
命
繼
者
、
聽
之
。」

と
い
う
文
言
で
あ
る
（
２７
）。
現
在
、『
名
公
書
判
清
明
集
』
の
宋
残
本
は
日
本
の
静

嘉
堂
文
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
刊
本
は
戸
婚
門
の
部
分
だ
け
残
さ
れ
て
い

て
、
南
宋
理
宗
の
景
定
辛
酉
歳
年
（
一
二
六
一
）
序
が
付
い
て
お
り
、
当
該
の
部

分
は
宋
本
『
清
明
集
』
に
見
ら
れ
る
（
２８
）。
明
刻
本
は
中
国
社
科
科
学
院
歴
史
研
究
所

宋
遼
金
元
史
研
究
室
に
よ
っ
て
北
京
図
書
館
（
現
在
の
国
家
図
書
館
）
と
上
海
図

書
館
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
張
四
維
に
よ
る
隆
慶
己
巳
年
（
一
五
六
九
）
序
が

付
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
標
点
本
は
明
本
を
底
本
と
し
て
宋
本
を
用
い
て
補
訂

し
た
成
果
に
も
と
づ
き
、
一
九
八
七
年
に
出
版
さ
れ
た
。
前
述
の
引
用
は
こ
の
標

点
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
陳
智
超
氏
は
宋
本
と
明
本
と
の
詳
細
な
比
較
対
照
を

行
い
（
２９
）、
前
掲
の
判
文
は
、
宋
本
と
明
本
の
双
方
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

『
清
明
集
』
に
残
さ
れ
て
い
る
令
文
は
翁
浩
堂
の
書
判
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。

浩
堂
は
名
を
甫
、
字
を
景
山
と
い
い
、
理
宗
の
宝
慶
二
年
（
一
二
二
六
）
に
進
士

と
な
り
、
処
州
の
知
州
と
浙
西
転
運
使
を
歴
任
し
た
。
そ
の
た
め
書
判
が
書
か
れ

た
場
所
は
い
ず
れ
も
江
南
東
路
に
あ
っ
た
（
３０
）。
時
期
を
勘
案
す
る
と
、
翁
甫
が
依
拠

し
た
令
は
、
理
宗
の
時
に
編
纂
さ
れ
た
『
慶
元
令
』
で
あ
る
。
宋
令
の
編
纂
系
譜

は
す
で
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
北
宋
の
太
宗
の
時
に
編
纂
さ
れ
た
『
淳
化
令
』
も
、

仁
宗
の
天
聖
七
年
（
一
〇
二
九
）
施
行
さ
れ
た
『
天
聖
令
』
も
唐
開
元
二
十
五
年

令
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。『
天
聖
令
』
残
本
の
発
見
に
よ
っ
て
、
そ
の
中

の
唐
令
に
よ
っ
て
改
訂
し
た
宋
令
の
条
文
と
宋
代
に
す
で
に
不
行
と
し
つ
つ
保
留

さ
れ
た
唐
令
の
原
文
を
含
め
、
ほ
と
ん
ど
の
条
文
が
開
元
二
十
五
年
令
に
由
来
す

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
但
し
神
宗
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）
に
『
元
豊
令
』
の

編
成
か
ら
、
篇
目
は
三
十
巻
か
ら
五
十
巻
に
増
加
し
、
内
容
的
に
も
改
め
ら
れ
て

唐
令
と
は
異
な
る
体
系
を
形
成
し
た
。
こ
の
編
纂
体
系
は
後
の
『
元
符
令
』・『
政

和
令
』・『
紹
興
令
』・『
乾
道
令
』・『
淳
�
令
』・『
慶
元
令
』・『
淳
祐
令
』
に
よ
っ

て
継
続
さ
れ
て
い
る
。
現
在
『
慶
元
条
法
事
類
』
に
は
『
慶
元
令
』
の
原
文
が
多

く
み
ら
れ
、『
天
聖
令
』
と
異
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
（
３１
）。
一
般
的
に
い
っ
て
、
翁
甫

が
引
い
て
い
る
宋
令
の
文
言
は
、
直
接
に
唐
令
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

関
連
事
例
と
し
て
、『
宋
会
要
輯
稿
』
礼
三
六
の
一
六
に
、
次
の
よ
う
な
一
文

が
見
え
る
（
３２
）。

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
十
二
月
五
日
、
尙
書
省
言
。「
元
祐
七
年
（
一
〇
九

二
）
南
郊
赦
書
節
文「
今
後
戸
絶
之
家
、
近
親
不
爲
依
條
立
繼
者
、
官
爲
施

行
。」
今
戸
絶
家
許
近
親
尊
長
命
繼
、
已
有
著
令
、
卽
不
當
官
爲
施
行
。
從

之
。」

こ
の
事
例
か
ら
、
少
な
く
と
も
北
宋
の
哲
宗
の
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
の
時

に
は
、「
戸
絶
家
許
近
親
尊
長
命
繼
、
已
有
著
令
」
と
い
う
令
が
あ
っ
た
こ
と
は

分
か
る
。
す
る
と
こ
の
「
著
令
」
は
『
元
豊
令
』
の
令
文
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ

れ
、『
元
豊
令
』
の
新
制
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
但
し
、
唐
末
五
代

期
の
戦
乱
や
宋
初
に
統
治
地
域
の
縮
小
の
た
め
、『
元
豊
令
』
が
ト
ル
フ
ァ
ン
地

域
の
高
昌
回
鶻
政
権
で
通
行
し
て
い
た
可
能
性
は
な
い
。
旅
博
所
蔵
残
片
は
ト
ル

フ
ァ
ン
地
域
か
ら
出
た
も
の
で
、
唐
代
法
令
の
残
片
の
遺
物
で
あ
る
と
し
か
考
え

ら
れ
な
い
の
で
、「
戸
絶
家
許
近
親
尊
長
命
繼
」
と
い
う
条
文
は
、
そ
の
祖
本
も

『
元
豊
令
』
か
ら
『
天
聖
令
』
を
経
て
、
更
に
唐
令
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
令
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
本
条
の
規
定
は
唐
の
『
開
元
二
十
五
年
令
』
だ

け
で
は
な
く
、
更
に
遡
っ
て
『
開
元
三
年
令
』
や
『
永
徽
令
』
ま
で
遡
る
可
能
性

が
高
い
。
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（
二
）
唐
戸
令
復
原
一
五
「
析
戸
」
條

第
一
五
条
残
文
の
復
原
し
た
文
言
は
、
い
く
つ
か
の
文
字
の
転
写
に
お
け
る
誤

り
を
除
い
て
、
白
居
易
の
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
が
引
用
し
た
文
言
と
ほ
ぼ
一
致

す
る
。
白
居
易
（
七
七
二
―

八
四
六
）
の
時
代
か
ら
し
て
、
当
時
の
令
は
開
元
二

十
五
年
令
で
あ
る
。
こ
の
条
文
が
『
通
典
』
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
こ

が
「
諸
子
孫
繼
絶
應
析
戶
者
、
非
年
十
八
以
上
不
得
析
」、
つ
ま
り
十
八
歳
以
上

の
場
合
だ
け
を
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
後
ろ
に
続
く
「
其
年
十
七
已
下
命
繼

者
」
の
場
合
は
、「
於
本
生
籍
内
注
云
年
十
八
」
す
な
わ
ち
十
八
歳
に
な
っ
て
は

じ
め
て
析
戸
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。『
通
典
』
は
文
書
を
簡
潔

に
す
る
た
め
に
、
こ
の
部
分
を
省
略
し
た
の
で
あ
る
。『
通
典
』
の
関
連
文
言
は

全
て
『
白
氏
六
帖
』
と
一
致
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の
文
言
は
『
通
典
』
で
は
明
確
に

開
元
二
十
五
年
令
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
白
氏
六
帖
』
に

載
せ
ら
れ
て
い
る
条
文
は
、『
開
元
二
十
五
年
令
』
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

の
で
あ
る
。

『
通
典
』
は
か
つ
て
宰
相
に
任
じ
ら
れ
た
杜
佑
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
非
常
に

信
憑
性
の
高
い
著
書
で
あ
る
。『
白
氏
六
帖
』
は
私
撰
書
で
あ
り
、
主
と
し
て
詩

文
の
作
成
に
参
考
さ
れ
て
い
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、『
通
典
』
の
ほ
う
が
信

憑
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
学
者
は
『
通
典
』
が
唐
令
を
引
く
時
に
特

別
に
開
元
二
十
五
年
令
と
表
示
す
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
令
文
が
唐
令
の
原
文
で

あ
る
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
残
片
と
『
白
氏
六
帖
』
に
よ
る
証
拠
と
を
加
え
て
、『
通

典
』
が
引
用
し
た
唐
令
は
一
部
省
略
が
あ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
す

な
わ
ち
、『
通
典
』
に
な
い
文
言
が
開
元
二
十
五
年
令
に
も
な
い
と
は
限
ら
な
い

の
で
あ
る
。

戴
建
国
氏
は
、『
通
典
』
所
載
の
唐
令
と
宋
『
天
聖
令
』
に
記
さ
れ
て
い
る
唐

開
元
二
十
五
年
令
と
で
異
な
る
と
こ
ろ
を
列
挙
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

（
１
）『
通
典
』
巻
六
「
賦
役
下
」「
諸
課
役
、
每
年
計
帳
至
尚
書
省
、
度
支
配

來
年
事
。」
は
、「
天
聖
令
・
賦
役
令
」
附
唐
令
第
１
条
で
は
「
諸
課
、
每
年
計
帳

至
、
戸
部
具
錄
色
目
、
牒
度
支
支
配
來
年
事
…
…
。」
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）『
通
典
』
巻
二
「
田
制
下
」
所
載
の
開
元
二
十
五
年
令
に
は
「
天
聖
令
・

田
令
」
附
唐
令
第
５
条
に
あ
る
職
事
官
永
業
田
を
規
定
す
る
「
六
品
、
七
品
各
二

頃
五
十
畝
、
八
品
、
九
品
各
二
頃
」
と
い
う
文
言
は
な
い
。

（
３
）『
通
典
』
巻
四
十
「
職
官
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
官
品
に
は
「
天
聖
令
・

雜
令
」
附
唐
令
第
８
条
の
「
漕
史
」
と
い
う
品
目
は
な
い
。

（
４
）『
通
典
』
で
は
太
史
局
暦
生
を
「
流
外
七
品
」
と
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し

『
天
聖
令
・
雜
令
』
附
唐
令
第
８
条
で
は
「
流
外
長
上
」
と
さ
れ
て
い
る
（
３３
）。

戴
建
国
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
『
天
聖
令
』
が
依
拠
し
た
唐
令
が
後
唐
で
施
行

さ
れ
た
時
に
部
分
的
に
改
変
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
『
通
典
』
を
転
写
す
る
時
の

錯
誤
か
も
し
れ
な
い
（
３４
）。
し
か
し
、『
戸
令
』
第
一
五
条
の
ケ
ー
ス
か
ら
見
て
、『
通

典
』
は
唐
令
の
原
文
を
転
写
す
る
時
に
、
故
意
に
文
言
を
省
略
し
た
場
合
も
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
。『
通
典
』
編
纂
当
時
は
令
文
自
体
が
存
在
し
て
い
た
の
で
、

杜
佑
に
は
令
文
の
全
て
を
『
通
典
』
に
転
写
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
唐
戸
令
復
原
一
六
「
為
戸
」
条

前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
条
は
仁
井
田
氏
が
『
通
典
』
巻
七
『
食
貨
七
』

「
丁
中
」
に
よ
っ
て
復
原
し
た
も
の
で
、
そ
の
原
文
は
第
一
五
・
一
六
条
が
続
い

て
抄
録
さ
れ
て
い
る
（
３５
）。

按
開
元
二
十
五
年
「
戸
令
」
云
。「
諸
以
子
孫
繼
絕
應
析
戸
者
、
非
年
十
八
以

上
不
得
析
。
即
所
繼
處
有
母
在
、
雖
小
亦
聽
析
出
。
諸

欲
析
出
口
爲

及
首
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附
口
爲

者
、
非
成
丁
皆
不
合
析
。
應
分
者
、
不
用
此
令
。」

前
節
で
第
一
五
条
を
検
討
し
た
際
に
、『
白
氏
六
帖
』
に
残
さ
れ
て
い
る
全
文

と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
通
典
』
が
引
用
し
た
令
文
が
省
略
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
挙
げ
る
第
一
六
条
に
も
、
省
略
が
存
在
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
『
養
老
令
』、『
令
義
解
』、『
令
集
解
』
に
残
さ
れ
て
い

る
唐
令
の
文
言
に
該
当
す
る
部
分
を
見
る
と
、「
非
成
中
男
及
寡
妻
妾
者
、
並
不

合
析
」
と
あ
る
。「
寡
妻
妾
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、「
非
成
丁
」
と
合
わ
せ
て

「
非
成
中
男
及
寡
妻
妾
者
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
旅
博
所
蔵
残
片
は
令
文
の
原
文

を
残
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
小
結

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
旅
博
蔵
断
片
の
内
容
は
、
基
本
的
に
『
唐
令
拾

遺
』
復
原
開
元
二
十
五
年
戸
令
と
『
養
老
令
』
戸
令
に
見
え
る
も
の
で
、
三
条
の

令
文
の
順
序
は
一
致
し
て
お
り
、
一
条
目
と
三
条
目
の
内
容
は
、
旅
博
蔵
断
片
の

方
が
多
い
。
三
条
目
は
、『
唐
令
拾
遺
』
の
復
原
に
見
え
な
い
も
の
の
、『
養
老

令
』
に
見
え
る
。
従
っ
て
、『
開
元
二
十
五
年
令
』
と
『
養
老
令
』
は
こ
の
旅
博

蔵
断
片
所
載
の
令
文
を
参
考
し
た
可
能
性
が
高
い
。『
大
宝
令
』
は
唐
『
永
徽

令
』
を
藍
本
と
し
て
、
日
本
の
実
況
を
参
考
の
上
に
、
八
世
紀
の
初
め
に
藤
原
仲

不
比
等
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
法
典
で
あ
り
、
そ
の
注
釈
書
と
し
て
は
『
古
記
』

が
あ
る
。
今
、
そ
の
原
本
は
失
わ
れ
、
一
部
引
用
さ
れ
た
内
容
だ
け
が
伝
存
し
て

い
る
（
３６
）。

『
養
老
令
』
は
『
開
元
三
年
令
』
と
『
大
宝
令
』
に
よ
り
作
ら
れ
た
法
典
で
（
３７
）、

そ
の
注
釈
書
に
は
「
令
釈
」・「
跡
記
」・「
穴
記
」・「
義
解
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
『
古
記
』
と
と
も
に
『
令
集
解
』
に
見
え
て
い
る
。『
令
集
解
』
は
八
六
八

年
頃
学
者
の
惟
宗
直
本
が
私
撰
し
た
『
養
老
令
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、『
令
義
解
』
と
『
令
集
解
』
が
引
用
し
た
令
文
は
全
て
『
養
老
令
』
か
ら
引

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
多
少
『
大
宝
令
』
の
内
容
も
見
え
て
い
る
。

以
上
の
背
景
を
考
え
れ
ば
、『
大
宝
令
』
の
「
寡
婦
」
か
ら
『
養
老
令
』
の

「
寡
妻
妾
」
ま
で
に
変
更
す
る
原
因
は
二
つ
可
能
性
が
あ
る
。
一
つ
は
、『
永
徽

令
』
が
「
寡
婦
」
で
、『
開
元
三
年
令
』
は
「
寡
妻
妾
」
に
変
更
し
た
た
め
、『
大

宝
令
』
と
『
養
老
令
』
は
こ
の
変
更
に
従
っ
て
、「
寡
婦
」
か
ら
「
寡
妻
妾
」
に

修
正
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
元
々
は
『
永
徽
令
』
も
『
開
元
三
年
令
』
も
「
寡
妻

妾
」
で
あ
り
、『
大
宝
令
』
は
当
時
の
日
本
の
状
況
に
よ
っ
て
、『
永
徽
令
』
の

「
寡
妻
妾
」
を
「
寡
婦
」
に
書
き
直
し
た
。
そ
の
後
、『
養
老
令
』
は
ま
だ
養
老
時

代
の
新
し
い
社
会
状
況
を
考
え
て
、『
永
徽
令
』
と
『
開
元
三
年
令
』
を
参
考
の

上
に
、「
寡
婦
」
か
ら
「
寡
妻
妾
」
に
書
き
直
し
た
。
戸
令
１３
条
以
外
に
、
同
じ

戸
令
６
条
と
２３
条
と
２７
条
も
「
妻
妾
」
に
関
す
る
規
定
が
見
え
る
。

『
養
老
令
』
戸
令
６
条
の
注
に
「
寡
妻
妾
」
は
『
大
宝
令
』
に
も
「
寡
婦
」
と

す
る
（
３８
）。

凡
男
女
。
三
歲
以
下
為
黃
。
十
六
以
下
為
小
。
廿
以
下
為
中
。
其
男
廿
一
為
丁
。

六
十
為
老
。
六
十
六
為
耆
。
無
夫
者
。
為
寡
妻
妾
。

『
養
老
令
』
戸
令
２３
条
に
つ
い
て
、
補
注
に
は
『
古
記
』
に
よ
り
「
大
宝
令
文

に
は
寡
妻
妾
の
「
妾
」
字
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
」
と
さ
れ
て
い
る
（
３９
）。

凡
応
分
者
。
家
人
。
奴
婢
。
…
…
寡
妻
妾
無
男
者
。
承
夫
分
。
女
分
同
上
。

…
…

そ
し
て
、
ほ
か
の
条
文
に
も
「
妻
妾
」
に
関
す
る
規
定
が
見
え
る
。

『
養
老
令
』
戸
令
２７
条
（『
岩
波
律
令
』
補
注
27
ｂ
、
五
六
四
頁
）

凡
先
姦
。
後
娶
為
妻
妾
。
雖
會
赦
。
猶
離
之
。

『
養
老
令
』
儀
制
令
２５
条
（『
律
令
』
三
四
九
―

三
五
〇
頁
）
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凡
五
等
親
者
。
父
母
。
養
父
母
。
夫
。
子
。
為
一
等
。
祖
父
母
。
嫡
母
。
継

母
。
伯
叔
父
姑
。
兄
弟
。
姉
妹
。
夫
之
父
母
。
妻
。
妾
。
姪
。
孫
。
子
婦
。

為
二
等
…
…
夫
前
妻
妾
子
。
為
三
等
…
…
兄
弟
妻
妾
。
再
従
兄
弟
姉
妹
。
外

祖
父
母
。
舅
姨
。
兄
弟
孫
。
従
父
兄
弟
子
。
外
甥
。
曾
孫
。
孫
婦
。
妻
妾
前

夫
子
。
為
四
等
。
妻
妾
父
母
。
姑
子
。
舅
子
。
姨
子
。
玄
孫
。
外
孫
。
女
聟
。

為
五
等
。

実
は
、
日
本
の
律
令
は
、
唐
の
律
令
の
妻
妾
制
度
を
継
受
し
て
い
る
が
、
現
実

に
妻
と
妾
の
区
別
は
不
明
確
だ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
こ
こ
の
『
大
宝
令
』
と
『
養

老
令
』
の
令
文
用
語
に
よ
っ
て
考
え
れ
ば
、
古
代
中
国
律
令
に
よ
く
見
え
る
妻
妾

尊
卑
規
定
の
厳
し
い
状
況
と
異
な
り
、
古
代
日
本
令
に
は
「
妻
」
と
「
妾
」
の
区

別
が
な
じ
ま
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
（
４０
）。
唐
令
で
は
一
貫
し
て
「
寡
妻
妾
」
で
、

こ
の
よ
う
な
中
国
家
族
制
度
の
根
幹
に
関
す
る
用
語
が
『
永
徽
令
』
か
ら
『
開
元

三
年
令
』
ま
で
数
十
年
間
に
変
わ
る
可
能
性
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

も
し
『
大
宝
令
』
も
『
養
老
令
』
戸
令
２７
条
や
儀
制
令
２５
条
と
同
じ
く
、「
妾
」

に
関
す
る
規
定
が
あ
れ
ば
、
全
文
の
統
一
の
た
め
、『
養
老
令
』
は
『
大
宝
令
』

の
「
寡
婦
」
か
ら
「
寡
妻
妾
」
に
書
き
直
す
必
要
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、「
寡
婦
」
か
ら
「
寡
妻
妾
」
に
変
更
す
る
原
因
は
、
後
者
の
可
能
性
が
高

い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、『
大
宝
令
』
で
は
、
唐
令
の
「
寡
妻
妾
」
を
「
寡
婦
」
に

改
め
て
、『
養
老
令
』
は
ま
だ
「
寡
婦
」
か
ら
「
寡
妻
妾
」
に
改
め
た
（
４１
）。
前
文
に

よ
っ
て
考
え
れ
ば
、
旅
博
所
蔵
残
巻
は
『
永
徽
令
』
あ
る
い
は
『
開
元
三
年
令
』

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。『
大
宝
令
』
の
藍
本
は
『
永
徽
令
』
で
あ
り
、『
養
老

令
』
は
『
大
宝
令
』
を
基
礎
と
し
て
、『
開
元
三
年
令
』
を
参
考
し
た
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
状
況
で
完
成
し
た
も
の
な
の
で
（
４２
）、『
大
宝
令
』
も
『
養
老
令
』
も
基

礎
に
な
っ
て
い
る
の
は
『
永
徽
令
』
で
あ
る
と
い
え
る
。
今
ま
で
ト
ル
フ
ァ
ン
か

ら
出
土
し
た
唐
代
律
令
文
書
に
は
永
徽
時
代
の
も
の
も
が
多
い
の
で
、
こ
れ
は

『
永
徽
令
』
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
で
あ
ろ
う
（
４３
）。

三
、
旅
博
唐
令
写
本
の
性
質

現
在
見
ら
れ
る
唐
令
の
原
本
は
、
敦
煌
で
発
見
さ
れ
た
『
永
徽
東
宮
諸
府
職
員

令
残
巻
』（P.4634

＋P.4634
C2

＋P.4634
C1+S.1880

＋S.3375

＋S.11446

）、

『
開
元
公
式
令
残
巻
』（P.2819

）、『
台
省
職
員
令
』
と
『
祠
令
』
残
巻
抄
本
（
Д

x.3558

）
で
あ
る
。
後
者
二
種
は
類
抄
で
あ
り
、
前
者
二
種
は
そ
れ
ぞ
れ
「
職
員

令
」
と
「
公
式
令
」
で
あ
る
。

『
永
徽
東
宮
諸
府
職
員
令
』
の
裏
の
紙
の
継
ぎ
目
に
は
「
涼
州
都
督
府
之
印
」

の
印
影
が
見
え
、
巻
末
の
題
記
と
合
わ
せ
て
見
る
と
、
沙
州
の
吏
人
が
涼
州
都
督

府
で
抄
写
し
た
文
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
４４
）。
当
時
、
律
令
格
式
だ
け
で
な
く
開

元
道
蔵
な
ど
も
十
道
の
首
府
で
転
写
さ
れ
て
各
州
に
送
ら
れ
て
い
る
（
４５
）。

『
職
員
令
』
は
、
そ
の
書
写
の
様
式
に
特
色
が
あ
る
。
ま
ず
、
職
員
の
所
属
部

門
を
行
の
頭
か
ら
書
き
、
そ
し
て
行
を
改
め
て
行
頭
か
ら
当
該
部
門
に
所
属
す
る

職
員
の
名
称
及
び
人
数
を
書
く
。
職
員
の
名
称
及
び
人
数
は
全
て
官
位
の
上
下
順

序
に
よ
っ
て
書
き
、
そ
し
て
各
条
の
後
ろ
に
二
行
の
註
を
附
し
て
職
員
の
執
掌
を

説
明
す
る
。
所
属
部
門
が
異
な
る
が
職
員
名
称
と
職
掌
が
同
じ
で
あ
る
場
合
は
註

を
省
略
す
る
。

『
開
元
公
式
令
』
は
紙
の
継
ぎ
目
の
裏
側
に
「
涼
州
都
督
府
之
印
」
が
捺
さ
れ

て
お
り
（
４６
）、
涼
州
で
転
写
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
形
式
も
官
文
書
の
形
で
転
写

さ
れ
て
お
り
、
一
般
的
な
「
諸
」
か
ら
始
ま
る
令
文
の
形
式
と
は
異
な
る
。

し
か
し
、
旅
博
所
蔵
の
唐
戸
令
残
片
は
各
条
の
内
容
が
終
わ
る
と
、
次
の
行
の

行
頭
に
「
諸
」
で
は
じ
ま
る
条
文
を
書
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
形
式
は
既
存
の
格

や
式
ま
た
は
そ
の
他
の
官
文
書
の
中
で
も
見
え
る
が
、
旅
博
所
蔵
の
残
片
は
令
の
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書
き
方
を
表
し
て
い
る
。
旅
博
所
蔵
の
戸
令
残
片
は
残
存
部
分
が
少
な
い
た
め
、

二
行
の
註
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。『
東
宮
諸
府
職
員
令
』
を
見
る
と
、

令
文
は
巻
ご
と
に
書
写
さ
れ
、
各
巻
の
後
ろ
に
題
記
が
書
写
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。

書
法
か
ら
見
て
、『
東
宮
諸
府
職
員
令
』
と
『
開
元
公
式
令
』
の
文
字
は
立
派

で
堂
々
と
し
て
お
り
、
官
印
も
押
さ
れ
て
い
て
、
正
式
な
官
府
の
定
本
と
考
え
ら

れ
る
。
旅
博
所
蔵
残
片
の
書
写
は
精
緻
と
は
言
え
ず
、
形
式
も
そ
れ
ほ
ど
厳
密
で

は
な
い
。
従
っ
て
こ
の
西
州
写
本
は
、
涼
州
で
転
写
さ
れ
た
正
本
と
は
異
な
り
、

再
度
転
写
さ
れ
た
地
方
の
官
方
文
本
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
書

の
レ
ベ
ル
は
そ
れ
ほ
ど
高
度
で
は
な
い
も
の
の
、
字
の
構
造
は
し
っ
か
り
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
官
府
の
書
吏
が
立
派
に
書
写
し
た
唐
令
の
正
本
を
も
と
に
転
写
さ

れ
た
も
の
で
、
現
地
の
官
府
の
行
政
部
門
で
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、『
開
元
三
年
令
』
の
当
時
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
明
抄

本
『
天
聖
令
』
は
開
元
二
十
五
年
令
の
内
容
を
保
存
し
た
が
、
書
き
方
の
様
式
は

唐
の
写
本
本
来
の
形
は
留
め
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

律
令
の
主
要
部
分
で
あ
る
、
戸
令
と
田
令
、
賦
役
令
は
共
に
民
政
を
規
定
す
る

主
軸
で
あ
り
（
４７
）、
晋
令
以
降
、
唐
宋
の
令
文
の
中
に
必
ず
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、

編
目
の
名
称
す
ら
変
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
。
律
・
令
・
格
・
式
を
備
え
る
律
令
体

系
は
、
古
代
東
ア
ジ
ア
に
共
通
す
る
統
治
形
式
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
研
究
者
た

ち
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
戴
建
国
氏
が
天
一
閣
所
蔵
の
『
天
聖
令
』
を
発
見
し

て
か
ら
、
唐
宋
律
令
に
関
す
る
研
究
は
さ
ら
に
高
度
な
次
元
に
入
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
旅
博
所
蔵
の
大
谷
文
書
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
唐
戸
令
残
片
を
取

り
上
げ
、
残
片
の
文
本
を
復
原
し
て
令
文
を
補
完
し
た
。
つ
い
で
そ
の
年
代
が
開

元
三
年
令
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
開
元
三
年
戸
令
の
条
目
の
う
ち
、
三
条
を
完

全
な
形
で
復
原
し
得
た
。
そ
し
て
残
存
す
る
僅
か
な
文
字
の
内
容
を
整
理
す
る
こ

と
で
、
唐
令
を
復
元
す
る
時
、
そ
し
て
日
本
令
が
唐
令
を
取
捨
選
択
す
る
時
の
考

え
を
考
究
す
る
上
で
絶
好
の
事
例
を
な
り
得
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
考
察
が
未
熟

な
点
も
多
々
あ
ろ
う
が
、
全
て
今
後
の
課
題
と
し
、
諸
賢
の
ご
叱
正
を
乞
う
次
第

で
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
旅
博
・
中
国
人
民
大
学
国
学
院
・
北
京
大
学
中
国
古
代
史

研
究
中
心
に
よ
る
共
同
研
究
「
旅
博
蔵
新
疆
省
出
土
漢
文
文
書
的
整
理
與
研
究
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
教
育
部
人
文
社
会
重
点
研
究
基
地
北
京
大
学
中
国
古
代
史
研
究

中
心
重
大
項
目
）
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
東
洋
文
庫
内
陸
ア
ジ
ア
出
土
古
文
献
研
究
会
・
律
令
制
研
究
会
（
代
表
者

は
大
津
透
先
生
）
を
ひ
き
い
る
先
生
方
や
若
手
の
方
々
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を
得

た
。
こ
こ
に
特
に
記
し
て
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

註（
１
）
旅
順
博
物
館
・
龍
谷
大
学
主
編
『
旅
順
博
物
館
蔵
新
疆
出
土
漢
文
仏
経
選

粹
』（
日
文
版
は
『
旅
順
博
物
館
蔵
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
文
仏
典
断
片
選

影
』）、
法
藏
館
、
二
〇
〇
六
年
。

（
２
）
『
旅
博
選
粹
』、
一
三
一
頁

（
３
）
図
版
及
び
録
文
はT

.Y
am
am
oto,O

.Ikeda,&
Y
.O
kano,T

un-huang

and
T

urfan
D

ocum
ents

concerning
Social

and
E

conom
ic

H
istory,I.

LegalT
exts,T

okyo
:T
he
T
oyo
Bunko,1978

―1980,

（A

）,pp.22

―28,

（B

）,pp.40
―50

;
T
.Y
am
am
oto
et
al.,T

un-huang
and

T
urfan

D
ocu-

12



m
ents

concerning
Social

and
E

conom
ic

H
istory,Supplem

ent,T
o-

kyo
:T
he
T
oyo
Bunko

2001,

（A

）,p.3,

（B

）,pp.2

―3

、
劉
俊
文
『
敦
煌

吐
魯
番
唐
代
法
制
文
書
考
釈
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
、
一
八
〇
―

一
九

七
頁
参
照
。

（
４
）
栄
新
江
・
史
睿
「
俄
蔵
敦
煌
写
本
「
唐
令
」
残
卷
Дx.3558

考
釈
」、『
敦

煌
学
輯
刊
』
一
九
九
九
年
第
一
期
、
三
―

一
三
頁
。

（
５
）
図
版
及
び
録
文
はT

.Y
am
am
oto,O

.Ikeda,&
Y
.O
kano,T

un-huang

and
T

urfan
D

ocum
ents

concerning
Social

and
E

conom
ic

H
istory,I.

LegalT
exts,A

）,pp.29
―31
（B

）,pp.55

―60

、
劉
俊
文
『
敦
煌
吐
魯
番
唐

代
法
制
文
書
考
釈
』、
二
二
一
―

二
二
八
頁
参
照
。

（
６
）
栄
新
江
。
史
睿
「
俄
蔵
敦
煌
写
本
〈
唐
令
〉
残
卷
Дx.3558

考
釈
」、『
敦

煌
学
輯
刊
』
一
九
九
九
年
第
一
期
、
三
―

一
三
頁
。
李
錦
繡
は
祠
令
断
片
で

は
な
く
、
祠
部
の
「
格
式
律
令
事
類
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
（
李
錦
繡
「
俄

藏
Дx

3558

唐
「
格
式
律
令
事
類
・
祠
部
」
残
卷
試
考
」『
文
史
』
二
〇
〇

二
年
第
三
期
、
一
五
〇
―

一
六
五
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
栄
新
江
・
史
睿

の
反
論
が
あ
る
。
栄
新
江
・
史
睿
「
俄
蔵
Дx.3558

唐
代
令
式
再
研
究
」、

『
敦
煌
吐
魯
番
研
究
』
第
九
卷
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
三
―

一
六

八
頁
。『
格
式
律
令
事
類
』
に
つ
い
て
の
議
論
は
土
肥
義
和
「
唐
考
課
令
等

写
本
断
片
（
Дx.

六
五
二
一
）
考
―
―
開
元
２５
年
撰
「
格
式
律
令
事
類
」
に

関
連
し
て
」
も
参
考
（『
國
學
院
雜
誌
』
一
〇
五
―

三
、
二
〇
〇
四
年
、
一
―

一
二
頁
）。

（
７
）
仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』、
東
京
東
方
文
化
研
究
院
、
一
九
三
三
年
（
中

文
訳
は
仁
井
田
陞
著
・
粟
勁
他
編
訳
『
唐
令
拾
遺
』、
長
春
出
版
社
、
一
九

八
九
年
）。
仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
編
『
唐
令
拾
遺
補
』、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
七
年
。
以
下
、『
唐
令
拾
遺
』『
唐
令
拾
遺
補
』
と
略
称
。

（
８
）
天
一
閣
博
物
館
・
中
共
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課
題
組

『
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
證
・
附
唐
令
復
原
研
究
』、
中
華
書
局
、
二
〇

〇
六
年
。
関
係
す
る
研
究
が
、
以
下
に
示
す
雑
誌
・
書
籍
に
お
い
て
集
中
的

に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
栄
新
江
主
編
『
唐
研
究
』
第
一
二
巻
及
び
第
一
四
巻

（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
と
二
〇
〇
八
年
）、
大
津
透
編
『
日
唐
律
令

比
較
研
究
の
新
階
段
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。
台
師
大
歴
史
系
・

中
国
法
制
史
学
会
・
唐
律
研
読
会
主
編
『
新
史
料
・
新
観
点
・
新
視
角

天

聖
令
論
集
』（
上
下
）、
元
照
出
版
公
司
、
二
〇
一
一
年
。
黃
正
建
主
編

『「
天
聖
令
」
與
唐
宋
制
度
研
究
』、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

岡
野
誠
ほ
か
『
天
聖
令
研
究
的
新
動
向
―
『
唐
研
究
』
第
一
四
巻
（
天
聖
令

特
集
号
に
対
す
る
書
評
を
中
心
と
し
て
）」、『
法
史
学
研
究
会
会
報
』
第
一

四
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〇
四
―

一
三
〇
頁
。

（
９
）
写
真
版
を
発
表
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
旅
博
に
感
謝
す
る
。

（
１０
）
『
唐
令
拾
遺
』、
二
三
三
頁
、『
唐
令
拾
遺
補
』
五
二
八
―

五
二
九
・
一
〇
二

〇
頁
。
以
下
の
三
条
文
は
両
書
に
依
拠
す
る
が
、
句
読
点
を
改
め
た
箇
所
が

あ
る
。

（
１１
）
『
唐
令
拾
遺
』
二
三
四
頁
、『
唐
令
拾
遺
補
』
五
二
八
・
一
〇
二
〇
頁
。

（
１２
）
『
唐
令
拾
遺
』、
二
三
五
頁
、『
唐
令
拾
遺
補
』
一
〇
二
〇
―

一
〇
二
一
頁
。

（
１３
）
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
宋
遼
金
元
研
究
室
点
校
『
名
公
書
判
清
明

集
』
巻
八
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
、
二
四
七
頁
、
高
橋
芳
郎
『
訳
注

「
明
公
書
判
清
明
集
」
戸
婚
門
』
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
、
四
七
二
―

四
七
三

頁
。

（
１４
）
『
宋
会
要
輯
稿
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
一
〇
四
年
、
一
五
四
八
頁
。

『
宋
史
』
巻
一
二
五
礼
制
第
七
八
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
、
二
九
三
五

頁
も
参
照
。
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（
１５
）
一
般
的
に
「
又
曰
：
…
…
。
又
曰
：
…
…
」
と
い
う
言
い
方
は
複
数
の
条

文
を
指
す
（
黄
正
建
先
生
の
御
教
示
に
よ
る
）。
こ
こ
で
は
断
片
の
様
式
に

よ
っ
て
一
条
に
復
原
す
る
。

（
１６
）
『
通
典
』
巻
七
「
食
貨
七
」
丁
中
條
、
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
、
一
五

五
頁
。

（
１７
）
『
文
献
通
考
』
巻
十
「
戸
口
考
一
・
歷
代
戸
口
丁
中
賦
役
」、
中
華
書
局
、

二
〇
一
一
年
、
二
八
〇
頁
。

（
１８
）
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
巻
二
二
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
年
影
印
傅
增

湘
舊
藏
南
宋
紹
興
刻
本
、
帖
冊
五
、
葉
六
十
五
背
。『
白
孔
六
帖
』
卷
七
六
。

（
１９
）
『
通
典
』
巻
七
「
食
貨
七
」
丁
中
条
、
一
五
五
頁
。

（
２０
）
井
上
光
貞
ほ
か
校
註
『
律
令
』（
日
本
思
想
大
系
３
）、
岩
波
書
店
、
一
九

七
六
年
、
二
二
頁
。

（
２１
）
池
田
温
「
唐
令
と
日
本
令
―
―
『
唐
令
拾
遺
』
編
纂
に
よ
せ
て
」、『
中
国

礼
法
と
日
本
律
令
制
』、
東
方
書
店
、
一
九
九
二
年
、
一
六
五
―

一
九
四
頁
。

中
文
訳
は
霍
存
福
・
丁
相
順
訳
、
王
冰
校
「
唐
令
與
日
本
令
―
―
『
唐
令
拾

遺
補
』
編
纂
集
議
」、『
比
較
法
研
究
』
一
九
九
四
年
第
一
期
、
九
六
頁
。

（
２２
）
詳
し
い
の
は
戴
建
国
『
唐
宋
変
革
時
期
的
法
律
與
社
会
』
第
二
章
「
唐
宋

法
典
修
訂
方
式
和
修
纂
体
例
的
伝
承
演
変
」
を
参
照
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
、
九
七
―

一
三
五
頁
）。
同
「
天
一
閣
蔵
「
天
聖
令
・
賦
役
令
」

初
探
」（
下
）、『
文
史
』
二
〇
〇
一
第
一
輯
、
一
七
六
―

一
八
一
頁
も
参
照
。

（
２３
）
陳
振
孫
『
直
齋
書
録
解
題
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
二
三

三
頁
。

（
２４
）
『
宋
史
』
巻
二
百
四
「
芸
文
志
」
一
五
七
「
李
林
甫
開
元
新
格
十
卷
。
又
、

令
三
十
卷
。」（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
、
二
三
四
一
頁
）

（
２５
）
戴
建
国
「
天
一
閣
蔵
明
鈔
本
『
官
品
令
』
考
」、『
歷
史
研
究
』
一
九
九
九

年
第
三
期
、
同
著
『
宋
代
法
制
初
探
』
に
収
入
、
黑
龍
江
人
民
出
版
社
、
二

〇
〇
〇
年
、
四
六
―

七
〇
頁
。
戴
建
国
「『
天
聖
令
』
所
附
唐
令
為
開
元
二
十

五
年
令
考
」、『
唐
研
究
』
第
一
四
卷
、
二
〇
〇
八
年
、
九
―

二
八
頁
。
坂
上

康
俊
「『
天
聖
令
』
藍
本
唐
令
的
年
代
推
定
」、『
唐
研
究
』
第
一
四
卷
、
二

九
―

三
九
頁
。「
再
論
『
天
聖
令
』
藍
本
唐
令
『
開
元
二
十
五
年
令
』
説
」、

『
新
史
料
・
新
観
点
・
新
視
角

天
聖
令
論
集
』（
上
）、
五
三
―

六
四
頁
。

（
２６
）
黃
正
建
「『
天
聖
令
』
附
「
唐
令
」
是
開
元
二
十
五
年
令

？
」、『
中
国

史
研
究
』
二
〇
〇
七
年
第
四
期
、
九
〇
頁
。「『
天
聖
令
』
附
「
唐
令
」
是
否

為
開
元
二
十
五
年
令
」、
黃
正
建
主
編
「『
天
聖
令
』
與
唐
宋
制
度
研
究
」、

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
四
八
―

五
二
頁
。
盧
向
前
「『
天
聖

令
』
所
附
「
唐
令
」
是
開
元
二
十
五
年
令

？
」、
湯
勤
福
主
編
『
歷
史
文

献
整
理
研
究
與
史
学
研
究
方
法
論
』、
黃
山
書
社
、
二
〇
〇
八
年
、
八
二
―

一

〇
六
頁
。
盧
向
前
・
熊
偉
「『
天
聖
令
』
所
附
「
唐
令
」
為
建
中
令
辯
」、
袁

行
霈
主
編
『
国
学
研
究
』
第
二
二
卷
、
北
京
大
学

版
社
、
二
〇
〇
八
年
一

二
月
、
一
―

二
八
頁
参
照
。

（
２７
）
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
宋
遼
金
元
史
研
究
室
点
校
『
名
公
書
判
清

明
集
』
巻
八
、
二
四
七
頁
。

（
２８
）
『
宋
本
名
公
書
判
清
明
集
』、『
続
古
逸
叢
書
』
上
海
涵
芬
樓
景
印
東
京
岩

崎
氏
静
嘉
堂
蔵
本
３７
、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
年
、
四
葉
右
至
五
葉

左
。『
名
公
書
判
清
明
集
』、
古
典
研
究
会
影
印
本
、
一
九
六
四
年
、
二
〇
頁
。

（
２９
）
陳
智
超
「
宋
史
研
究
的
珍
貴
史
料
―
―
明
刻
本
『
明
公
書
判
清
明
集
』
介

紹
」、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
宋
遼
金
元
史
研
究
室
点
校
『
名
公
書

判
清
明
集
』
附
錄
七
、
六
四
九
頁
。

（
３０
）
注
（
２９
）
前
掲
論
文
、
六
八
二
頁
。

（
３１
）
梅
原
郁
「
唐
宋
時
代
の
法
典
編
纂
―
―
律
令
格
式
と
敕
令
格
式
』、『
中
国
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近
世
の
法
制
と
社
会
』、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
三
年
、
一

一
二
―

一
七
二
頁
。
滋
賀
秀
三
「
法
典
編
纂
の
歷
史
」、『
中
国
法
制
史
論
集

―
―
法
典
と
刑
罰
』、
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
三
―

一
五
二
頁
。
戴
建

国
『
唐
宋
変
革
時
期
的
法
律
與
社
会
』
六
四
―

六
九
、
一
八
一
―

二
一
九
頁
。

川
村
康
「
宋
令
変
容
考
」、
関
西
学
院
大
学
法
政
学
会
編
『
法
と
政
治
』
第

六
二
卷
第
一
号
（
下
）、
二
〇
一
一
年
、
四
五
九
―

五
七
三
頁
。
趙
晶
中
訳
文

「
宋
令
演
変
考
」（
上
下
）、
載
徐
世
虹
主
編
『
中
国
古
代
法
律
文
献
研
究
』

第
五
輯
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
二
二
―

二
五
〇
頁
。

第
六
輯
、
二
〇
一
二
年
、
一
六
九
―

三
一
三
頁
。
趙
晶
「『
天
聖
令
』
與
唐
宋

法
制
考
論
」、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
三
―

一
一
二
頁
な
ど
参

照
。

（
３２
）
『
宋
会
要
輯
稿
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
五
七
年
、
一
三
一
六
頁
。

『
宋
史
』
巻
一
二
五
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
、
二
九
三
五
頁
参
照
。

（
３３
）
黃
正
建
「『
天
聖
令
（
附
雜
令
）』
所
涉
唐
前
期
諸
色
人
雜
考
」、『
唐
研

究
』
第
一
二
卷
、
二
〇
〇
六
年
、
二
一
五
頁
。

（
３４
）
戴
建
国
「『
天
聖
令
』
所
附
唐
令
為
開
元
二
十
五
年
令
考
」、『
唐
研
究
』

第
一
四
卷
、
二
〇
〇
八
年
、
九
―

二
八
頁
。

（
３５
）
『
通
典
』
巻
七
『
食
貨
七
』
丁
中
条
、
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
、
一
五

五
頁
。

（
３６
）
坂
上
康
俊
「
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
唐
令
の
年
次
比
定
に
つ
い
て
」、『
法
史

学
研
究
会
会
報
』
一
三
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
―

二
四
頁
。
中
文
訳
は
坂
上

康
俊
「
日
本
舶
来
唐
令
的
年
代
推
断
」、
韓
昇
主
編
『
古
代
中
國
・
社
会
転

型
與
多
元
文
化
』、
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
六
八
―

一
七
五
頁
。

服
部
一
隆
氏
は
『
養
老
令
』
は
『
開
元
二
十
五
年
令
』
の
方
に
近
い
と
指
摘

す
る
。
服
部
一
隆
「
養
老
令
と
天
聖
令
の
概
要
比
較
」、
明
治
大
学
古
代
学

研
究
所
編
『
古
代
学
研
究
所
紀
要
』
第
一
五
號
、
二
〇
一
一
年
、
三
三
―

四

六
頁
。

（
３７
）
井
上
光
貞
「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」、『
井
上
光
貞
著
作
集
』

第
二
卷
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
。
榎
本
淳
一
「
養
老
律
令
試
論
」、
笹

山
晴
生
先
生
還
曆
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
。

（
３８
）
『
岩
波
律
令
』、
二
二
六
頁
。

（
３９
）
『
岩
波
律
令
』、
五
六
二
頁
。

（
４０
）
『
岩
波
律
令
』、
五
六
四
頁
。

（
４１
）
と
す
る
と
、『
養
老
令
』
１６
条
に
残
さ
れ
て
い
る
「
寡
妻
妾
」
と
い
う
文

言
も
同
じ
状
況
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
４２
）
開
元
三
年
令
に
よ
っ
て
書
き
直
し
た
と
い
う
例
は
殆
ん
ど
見
え
な
い
。

（
４３
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
留
学
中
の
指
導
教
員
で
あ
る
大
津
透
教

授
よ
り
多
大
な
御
指
導
を
賜
っ
た
。
感
謝
を
銘
記
す
る
。

（
４４
）
図
版
・
録
文
はT

un-huang
and

T
urfan

D
ocum

ents
concerning

So-

cialand
E

conom
ic

H
istory,I.LegalT

exts,

（A

）,pp.22

―28,

（B

）,pp.40

―50
;

T
un-huang

and
T

urfan
D

ocum
ents

concerning
Socialand

E
co-

nom
ic

H
istory,Supplem

ent,

（A

）,p.3,

（B

）,pp.2

―3

。
劉
俊
文
『
敦
煌

吐
魯
番
唐
代
法
制
文
書
考
釈
』、
一
八
〇
―

一
九
七
頁
参
照
。

（
４５
）
栄
新
江
『
唐
西
州
的
道
教
』、
季
羨
林
等
主
編
『
敦
煌
吐
魯
番
研
究
』
第

四
卷
、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
一
三
九
頁
。

（
４６
）

T
un-huang

and
T

urfan
D

ocum
ents

concerning
Social

and
E

co-

nom
ic

H
istory,I.LegalT

exts,

（A

）,p.29

。

（
４７
）
瀧
川
政
次
郎
「
戸
令
総
説
」、
皇
学
館
大
学
人
文
学
会
編
『
皇
学
館
論

叢
』
九
―

五
、
一
九
七
六
年
、
二
頁
。

15


